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Abstract：A continuous environmental information gathering and updating cooperate with various public are 
indispensable for nature restoration projects. In this study, we developed WebGIS-based wildlife sighting 
registration system for Tanzawa-Oyama Nature Restoration Project. The developed systems provide three types of 
WebGIS-based service aiming to gather such wildlife sighting information as endangered species, exotic species, 
and wildlife damage. We conducted the training and questionnaire survey of the systems on assumed user, such as 
park rangers and volunteers. The results of questionnaire survey indicated that users can easily resister wildlife 
sighting location with WebGIS. Then we opened the system to the public in order to examine its effectiveness and 
to find its improvements.  
 
Keywords：情報収集（Information Gathering），目撃情報（wildlife sighting）,ウェブ GIS（WebGIS），

自然再生（Nature Restoration） 

 
 

1. はじめに 
 自然再生事業において、多様な主体の参画は順応的

管理と共に重要な要素である（亀澤 2003）。また、多
様な主体の参画は、自然再生の目的・目標設定の段階

（中村 2004）だけでなく、科学的調査や政策提言の

段階（羽山 2003）など様々な段階で必要不可欠であ
る。 
 これまで、自然再生事業において多様な主体が情報

を共有し、連携していくために、多くの自然再生事業

地でWebGISを含めたGIS技術を用いて情報を共有化
する取り組みが行われている（金子ほか 2007）。GIS 
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は空間的に情報を管理，分析，表示するアプローチが

可能であり（原 2005），様々な情報を視覚的にわかり

やすく共有するためには有用なツールである（金子 
2007）。 
 しかし，多様な主体の参画と協働による自然再生事

業を継続して行っていくためには、環境に関する様々

な情報を継続的に収集・更新していくことが不可欠で、

効率的で信頼性があるモニタリング手法の開発が求

められる。また、モニタリング手法は、多くの主体が

参加しやすい仕組みで構築・運用していくことも求め

られる。 

 神奈川県北西部の丹沢山地では、平成 16 年度から
3ヶ年にわたって多様な主体の参加・協働による生物
多様性情報の整備とその利活用手法の開発を行い、当

該地域の自然環境保全施策の立案に貢献するなど大



きな成果を得た。その一方で、継続した生物多様性情

報の効率的な収集・更新・蓄積・利活用が今後の大き

な課題として認識されており、特に、近年急速に分布

が拡大し、生態系への影響が懸念される外来種やニホ

ンジカなどの生息情報の継続的な情報収集は、地域の

生物多様性保全のための即応性のある対策を行う上

で、極めて重要な課題となっている。 
 そこで本研究では、丹沢大山における自然再生事業

において多様な主体が参画できる生物情報の継続的

で効率的なモニタリング手法の一つして、WebGISを
用いた生物情報の目撃登録システムの開発を試みた。

インターネット上での情報収集は多くの主体が自然

再生事業に参画する機会を与えることができ、さらに

GIS を用いることによりモニタリングにおいて重要

な生物の位置情報を収集することが可能である。また、

開発したシステムの利用研修やウェブサイトの試験

公開を行うことにより、WebGISによる情報登録ステ

ムの有用性と課題について検討した。 
 

2. システムの開発 

WebGISを用いた生物情報の目撃登録システム（以下、
登録システム）は、丹沢大山自然再生政策を推進する

上でニーズの大きい希少生物保全、外来生物対策、鳥

獣被害対策を情報収集のターゲットとし、これに対応

する「希少生物」､「外来生物」､「鳥獣被害」の 3つ
のカテゴリーを設定して開発した（図 1）。その上で、

対象とする生物は、施策を推進する上で重要な種で専

門的な知識がなくても識別が可能な生物種を選出し

た。これらの生物情報を収集する対象地域は、神奈川

県相模原市津久井町、秦野市、厚木市、伊勢原市、松

田町、山北町、愛川町、清川村にまたがる丹沢大山地

域およびその周辺地域とした。 
 

2.1. 情報登録の流れ 
登録システムを用いた生物情報の収集の流れを図 2

に示した。まず、ユーザーはそれぞれのカテゴリーの

登録用 HPを操作して情報を送信する（図 2：a）。次
に、送信された情報をWebGISサーバー上の CGIプロ

グラムで処理し、電子メールをしてメールサーバーに 

 
図 1. 生物情報目撃登録システムのトップページ 

 

設けた登録用のメールアドレスに送信する（図 2：b）。 
さらにメールサーバーから情報整理担当者のメー

ルに登録メールを転送する（図 2：c）。情報整理担当
者は受信したメールをMS社 Excelと整理用に作成し
たマクロを用いて、登録された情報のデータベースを

作成する（図 2：d）。 

 
図 2. 目撃登録システムを用いた情報登録の流れ 
 

2.2. 登録システムの構成 
 登録システムのハードウェアは、WebGIS サーバ
ー・メールサーバー、登録用 PC、情報整理用 PCから

構成される。WebGISサーバーには、現在は県機関が
運営する e-Tanzawaサーバーを使用し、メールサーバ
ーにはメールシステムのサーバーを使用した。登録用

PC 使用条件は、ディスプレイの画面解像度が
1024×768 ドット以上、オペレーティング・システム



は Windows 系、インターネット接続である。情報整
理用 PCの使用条件は、MS社 Excelとメール受信が可

能な環境である。 
 また、ソフトウェアは図 1に示した登録システムの
トップページ、WebGISの機能を組み込んだ登録用HP

（図 3）、ユーザーから送信されたデータを受け、デ
ータ整理担当者へメールとして転送する GCI プログ
ラム、受信したメールを Excelに整理するマクロの 4

つから構成される。CGIプログラムは Perlで作成し、
メール送信用にフリーウェアのメール送信プログラ

ム「smail.exe」バージョン 4.08（http://www.picolix.jp、

eva@picolix.jp）を利用している。Perlスクリプトの実
行用プログラムは、ActivePerlバージョン 5.6.1を利用
した。データ整理用のマクロは Excel の VBA 環境

（Visual Basic for Application）で作成した。 
 

 
図 3. WebGISの機能を組み込んだ登録用HP 
 

2.3. 登録システムを用いた情報の登録 
 ユーザーは図 3に示したような登録用HPから各カ
テゴリーの生物情報を登録する。登録用HPは、画面

の右側のWebGISを用いた目撃場所を特定して位置情
報を取得するためのマップ画面、左側に目撃時の状況

を入力して送信操作を行う入力画面を配置している。 

 位置情報の取得は、マップ画面最上段にある「座標」

ボタンを押し、WebGIS上でマウスカーソルを目撃場
所にあわせてクリックすることにより、その地点の緯

度・経度が取得され入力画面の「北緯」「東経」欄に

転記される。また、入力画面の「度」「分」「秒」欄に

それぞれ数値入力することもできる。WebGISのマッ
プは「拡大」「縮小」「移動」などの操作で自由に範囲

を表示することができる。さらに、背景とするマップ

は流域図、地形図、航空写真を選択できる。 
 位置情報の取得後、指定項目に目撃状況を入力する。

入力項目は生物種のカテゴリーにより異なっており、

基本的に目撃日時および時間帯、種名、確度、目撃内

容、頭数、被害状況を入力する。頭数以外はプルダウ

ンにあらかじめ分類した選択肢が表示されるのでそ

れらから選択する。選択肢で表現できない詳細や、選

択肢に適切なものがないときは「簡単な説明」に記入

することが可能である。また、写真などの画像データ

を 3つまで登録時に添付して送信することができる。 
 以上のように、登録システムはWebGISを用いて位

置情報を視覚的かつ容易に取得できるシステムとし、

さらに情報の入力はカテゴリーにあわせて作成した。 
 

3. システムの実用試験 
 開発した登録システムは、実用的で、ユーザーに負

担のない入カシステム開発するために研修や利用実

験を行った上で、試験公開を行った。 
 利用研修は、自然環境保全活動を行う個人および団

体、パークレンジャーを対象とし、平成 19年 10月 5

日と平成 19年 11月 2日の計 2回行った。参加人数は
延べ 48 人であり、研修後に操作性などに関してアン
ケート調査を行った。アンケート調査の結果、マップ

画面の操作以外、操作性に関してはおおむね容易にで

きると回答された。マップ画面はアンケートにより得

られた意見を基に改良を行った。 

 利用研修やアンケート調査の結果を基に改良した

登録システムを平成 21 年 3 月から 4 月にかけて
e-Tanzawa 上において試験公開した。その結果、生物

に関する多くの情報が入力されると共に、e-Tanzawa
のアクセス数がこれまでに比べ、約 2倍に増加してお
り、登録システムの開発により、丹沢大山自然再生へ

の参画を促したと考えられた。 
 

4. 今後の課題 

 今回開発したWebGISを用いた生物情報の目撃登録
システムは容易に位置情報を含んだ生物の情報を登



録することができ、より多くの主体が自然再生事業に

参画する機会が得られると考えられた。しかし、実際

に得られた情報を自然再生事業に活かしていくため

には、①データの精度、②システムの運用において課

題が残っている。 

 データの精度 
 今回開発した登録システムは、インターネットに接

続している PCから誰でも登録することが可能である。

多くのユーザーが利用できるシステムである一方、誰

でも登録できるためデータの精度、特に信頼性が高い

情報が集まるとは限らない。精度を確認する手段とし

て、送信する情報に確度と写真が登録できるようにし

ているが、今後は登録者の職業など情報の信頼性を確

認できる手段を情報として追加できるようなシステ

ムの修正が求められる。 
 システムの運用 
 システムを運用していく上で、ある特定のサーバー

を利用していくことは、特定の主体にサーバー管理の

負担が多くかかり、また特定のサーバーのシステム構

成・セキュリティに限定される。そのため、サーバー

管理やシステム開発のよる負荷を多くの主体に分散

させ、多様なシステムの開発が可能であり、継続的に

システムを運用できる体制が望まれる。例えば、サー

バーを設置している機関間でコンソーシアムを形成

し、システムの運用に関して互いに労力を分散し、多

様なシステム構成のサーバーをお互いに利用できる

体制を整えることが、特に多様なニーズに対する対応

や多様な主体の参画が必要な自然再生事業には重要

であると考えられる。 
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